
m I R'E-TEM 20… RE問

D 11i Jg 

株式会社リーテム 干101 ・0021 東京都千代田区外神田3-6・10 Tel03・3258-8586 Fax 03-3251 ・5804 http://www.re-tem.com/ 

R~－lflm 
終わらない話をしよう。



私生活が軽やかになるほど、環境負荷は重く…。

“世界最軽量”の携帯電話が、 20キロ？

便利に持ち歩いているノートパソコンが、 200キロ？

何と金のネックレスは、 2000キロ！？

その重さの正体は、「工コリュックサックj。

資源採掘、製錬、加工、物流、廃棄…、

製晶ライフサイクル中の環境負荷の合計です。

モノが豊かに溢れる、日本。

どんどん便利になっていく生活の裏で、

どんどん重くなっていく地球への環境負荷o

ー－

あなたの背中の大きなf工コリュックサックJ 、

見えないけれど、見つめてください。

製品重量と工コリコックサック重量の比較

携帯電話 0.093 17.351 187 

金の指輪 0.002 1080.000 540.000 

金のネvクレス 0.004 2160.000 540.000 

プラチナのネックレス 0.004 1281.200 320.300 

シルバーアクセワリー 0.150 1125.000 7,500 

ノートパソコン 4.131 227.271 55 

テレピ 27.251 93.833 3 

洗濯機 39.020 287.115 7 

冷蔵庫（冷媒を除く｝ 73.890 1704.672 23 

掃除機 5.070 36.287 7 

工アコジ（冷媒を除く） 41.040 2435.129 59 

食器洗い乾燥機 15.030 310.449 21 

照明（蛍党灯） 2.500 37.138 15 

普通の自転車 15.500 127.845 8 

コヒメ力 2.174 69.393 32 

ガスコツ口 16.080 394.600 25 

IHヒーター 22.510 728.547 32 

※製晶重量Id;一般的な数字、工コリ1ツクサック重量はヴッパーターJレ研究所の数値により計算。

詳細l誌、弊社ホームページに掲載していま言。h甘口：／／www.re-t巴m.com/
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資源採掘固でしか見えない、 rIコリュックサックjのリアル。

一つひとつの資源が、一つひとつの環境負荷を背負って。

ある天然資源1 kgを得るために、何kgの鉱石や土砂、水、その他もろもろの物質が、

どれほど動かされたか。環境負荷を重量で表し、人がリュックサックを背負っている姿に

例えたのが、「工コリュックサックJという概念です。そして、採掘された資源それぞれの

環境負荷「工コリュックサックJをすべて足しあげたもの、それが私たちの日々使っている

各製品の「工コリュックサックJなのです。
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先進国のために、貧困と苦痛の悲劇も詰め込んで。

「工コリュックサックjとは、環境負荷をあくまで

物質量で表したもの。しかしながら、実は、

目を背けてはならない悲劇的な事実も

詰め込まれています。先進国の企業が発展途上国

に資源採掘や安価な生産力を強いることで

引き起こされる、低賃金や過酷労働、

児童労働といった人権問題。

旺盛に消費を続けるだけの先進国の

人々は、その実態に気づいて

いませんでした・・・。
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見えないか5、考えない、減5せない。資源レベルの環境負荷。

採掘、製錬、加工…、金属を製品化するまでの環境負荷lま莫大で言。金贋自体の重量の何倍、何十倍、何百信もの膏酒が消費され

ま言。そして、世界人口の20%以下の人々が、 80%以上の天然資遍を消費しているとUう事実。環境檀壊に対する先進国の

責任が、今、問われてし1ます。

工コリュック因子（素材1kgを得るために、何kgの鉱石、土砂、水、その他の物質を自然界で動かしたかを表す）

出典ヴッH タル研究所

リサイクルからでも、世界は変えられる。

リーテムは信じて、行動し続けます。

鉄 鉛 亜鉛 クロム アルミ ニッケル 銅 銀 金

都会の夜に艶やかな輝きを放っダイヤモンドと、

アフリ力山中で掘り起こされた泥と汗にまみれたダイヤモンド。

その2つのダイヤモンドが、同じものであるということ。

地球から、資源が枯れいく前！こ…。

持続司能な宋来への扉を聞くカギ、それは限りある天然資漕を守ること。世界の資酒消費を、平均して約50%削減しなければ

ならないと言われているほどに深刻な問題です。地球環境を次代へ引き継ぐためには、工コリュックサックを意載して、資源

消費を少なくしなければなりません。

レアメタルが携帯電話の小型化に必要であるという事実と、

レアメタル採掘の利権を巡り少年たちが銃を構えるという事実。

その2つの事実が、 1 本の線で結ぼれているということ。

現有埋蔵量に対gる2050年までの累積需要量

2050年に現有埋蔵量をほぼ使U切るもの．

鉄・モリブデンタングステンコパJレ卜

白金・パフジウム

先進国の富は、発展途上国の悲劇の上に成り立つていま言。

雲の上で笑う人々と、地を這って汗と涙を流す人々…。

天然資源と生活格差lcl:、世界規模の密接怠問題怠のです。
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2日50年に現有埋蔵・の倍以上の使用置となるもの：

ニッケル・マンガジ・リチウムーインジヲムー

ガリウム 私たちには、生活格差を直接解決する力はありません。

しかし、資源を適切に、最大限まで再利用Zずることはできます。

そうすることで、資源採掘国の苦痛を和らげたい。
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ーー 埋蔵量ベース

- 2005年から2050年の累積需要

・・ 既存銀掘量

リサイクル企業だから乙そ、世界のためにできる乙と。

リサイクルからでも、世界は変えられるはす。

あきらめす、一歩すっ。

天然資源とυサイクル材の環境負荷の比較

物質集約度
tit 
時一

物質集約度
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物質集約度
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8.51 348.5 3Rで、『工コリュックサック』を小さく。

それが、リーテムの使命。

地球環境を保全するために、資源を躍らせる。資源を適切に

再利用宮れば、環境負荷はほとんどかかりません。事実、

鉄スクラップ1kgか5鉄を取り出せば、0.07kgの廃棄物が出

るだけ。リーテムは先進按術を駆使し、リデュース、リユース、

リサイクルに取り組み続けます。持続可能な未来へ向かつて。

終わらない話をしよう。
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最小ボディに、最大リュック。

・・・・・・ IT社会の環境負荷に、全方位対応。

fさらに小さく！さらに軽くリカ涜諒される、パソコンやケータイ。

そのために、採掘に多大なエネルギーを要するレアメタルカ略雛に

使われ、再資源化が困難に…。リーテムは3Rで工コリュック

サックを軽くします。

通信機器端末リサイクル事業
素材ごとに分解し、無駄を出さないリサイクルを推進。

急発展を遂げる情報化社会においては、製品のライフ

サイクルが短くなり、廃製昂の増加が問題化しています。

再資源化の効率を上げるために、当社では手解体と

機械処理を交え、鉄やアルミ、プラスチック等の素材

ごとに選別。その後、製錬所・再生樹脂メーカーによる

加工処理で再資源化し、新製品の一部として社会に

戻しています。

不要製品のパーツリユース提案

パソコン廃相包材回収サービス
パソコン周辺のあらゆるリサイクルにも着手。

パソコンやサ－）＼ーを購入した際、大量に発生してしまう さらに、回収したダンボールや取扱説明書等の紙類は

ダンボールや耀衝材。そんなオフィスの倉庫に山積み 再生紙ヘ、プラスチック類、金属類もすべて再資源化

となった梱包材をスムーズ・スピーディに回収します。 いたします。

廃製品の解体業務請負サービス
廃製品の解体工場に対し、環境負荷の低いリサイクル方法を提案。

業務ブローカT複雑で、環境負荷の高いOA機器、モバイル

機告の解体工場内における物流業務・解体業務・安全管理

や部品の再資源化ルートの確保までを支援。保有財産

の削減・コストの削減・変動費化・生産効率の向上等の

業務などを一括して請け負います。品質・安全管理を第一 メリッ卜をもたらします。

に、効率的な生産ラインの提案、人材派遣、解体後の素材
リサイクルフロー図

＠
因

。

業務支援サービスフロー製鋼メーカーへ

製品原料化

ご締結いただきま音。

あたって必要な契約書類一式を提示し、

作業責任者と作業スタッフを配置し、作業

が完了するまでは責任をもコて業務遂行に

あたります。必要な業務報告や定期連絡な

どは責任者が円滑に行いますので安心レて

お任せいただけます。

・・・・ーヨ固・掴白昼姐・・・・’ーーー－干空竺ーーーー’一一一一ー酒店~·・E・－－
E・E・.，，葺S週日凋E・E・－

ご担当者に請負業務の詳細遂行に必要な ヒアリングの内容に基づき、具体的な作業 御社にて弊社の提案内容をご検討いただき、

人材・期間などを具体的にお伺いします。 工程を計画し見積O金額などをご提案 発注内容を確定いたします。業務遂行に

可能な範囲で現場の確認や見掌をいたします。 いたしま雪。

して再利用するなど、独自のノウハウにより再利用・

再製品化を推進。工コリュックサックを軽くするため

に、リユースの質と効率を追求し続けます。

再資源化に、トレーサピリティという安心感。

当社では、搬入や荷下ろし、破砕、出荷物の写真を収め、

マテリアルバランス分析表を作成。出荷先を明示した

再資源化完了報告書にて、お預かりした廃製品が最終的

にどのように資源として回収されたのかを報告しています。

さらに、リサイクル率向上や

コストダウン等の具体的な

要望に対し、各々の業界に高直

な解決策を精査・実行して

不要となった製品か5取り出した部品で、新しい製品を生み出す。

当社では、不要となった電子電気機器や遊技機の素材

をリサイクルするだけではなく、手分解によって

）＼ーツを取り出し、部品として再利用しています。機器

の液晶モニターを取り出し、新たな製品のモニターと

事業系及び家庭系使用済みパソコンの広域回収事業
SAMPLE 

います。
パソコンも大切な資源として回収、再生へ。

新製晶が、旧品ヘ、そして不要品へと短期間でライフ

サイクルを終えるのがパソコツです。部品自体を再利用

するのはもちろん、部品に多用される金やレアメタル

にも、当社は着目します。貴重な’資原を海外に流出させる

。 注目事業｛打

ことのないよう、当社の再資源化プロセスに投入された

廃棄物は、ほぼ100%のりサイクルを園内で完結。

司事となったパソコンも資源として捉え、各メーカーの

委託業者として、パソコンを速やかに再資源化します。

.. 
r－~ 

再資源化完了報告書

地 l 品目 I II岨｜ 織成比 出荷先

23.4・‘ 電炉メーカー
331‘ 
358‘ 
OB4‘ 
308‘ 
1.42‘ 
5.70‘ 
~ 53.79' 

231‘ 
喜語 I＞拍手甲情Uーカー

002‘ 
2β3‘ 
003‘ 
1.19‘ 
0.19‘ 
‘.50‘ 
705‘ 
‘ρs‘ 
一時

マテリアルバランス

分析表

。。。。の各泰樹ごとの重置とリサイクル比$

注開



工コリュックサックを背負う、物流0

・・・物流の環境負荷を、ネットワークで軽減。

リザイクルも、工コリュックザックを生む。

・・・・・・再資源化におし1ても、環境負荷を低減。

当然の乙とではありますが…、廃棄物を処理場に運ぶためには

輸送が必要です。そして、輸送距離が長くなるほどに、より多く

の燃料が使われ、より多くのC02が排出され、物流の「工コ

リュックサックJが大きくなってしまいます。そこでリーテム

は、会社の枠を超えて、物流の効率化に努めています。

『リサイクル処理jという行動にも、『リサイクル工場jの

建設にも…。環境負荷を低くするためにと実施される

あらゆる乙とが、環境負荷を生み出すというジレンマ。

リーテムはその事実を真撃に受け止め、改善活動を自らに

課します。なお、次年度より C02削減のため、工場全電力

のグリーン化を実施します。

J ｷRI Cc‘Japan Recycle Improvement Committee) 

問t出jと『処理』の距離を縮める、全国リサイクルネットワーク。

東京工場稼動のC02エミッション
環境負荷を滅5す事業活動を追混し続lオて。

当社は、排出場所の近くで効率的に、かつ安全性の高い

再資源化処理ができるようにと、全国リサイクルネット

ワーク＜J· 円IC＞を1998年から運営しています。当社

が主幹事兼事務局として、今では32社51 拠点の仲間

と活動中。排出場所に最も近いメツパ一会社が処理に

あたることで、省工ネ省コストを実現し、物流の工コ

リュックサックを最小限に抑えます。

2006年度処理実績

項目 処理量

情報機器販売会社什器備晶 296 t 

ビール自動販売織 1 662台

ビールサーバー 365 t 

コンビニエンスストア店舗什器備品 549 t 

OA機器、複写機、ATMｷC D等 19,851 t 

運用フロー

東京スーパー工コタウン
都市密着型処理システムの先進モデル。

東京スーパー工コタウジでは、「大都市圏におけるゴミ

ゼ口型都市伊謂剰のため、都に適主された民間企業が、

安心・安全で透明性の高い事業を推進しています。廃棄物

LCA （ライフサイクルアセスメント）とは、一つの

製品が生産され廃棄されるまでの一生の聞に生じる

環境負荷を測定する手法です。社会の環境意識の

高まりと共に、多くのLCA事例が発表されるように

なり、近年は地球温暖化問題を背景に、消費

エネルギーをC02Iこ換算してまとめるケースが増え

てきました。

/ . 
LCC02調査方法

見積り依頼
(1)廃棄物処理フロー及びシステム境界

東京工場の廃棄物処理フロー及び本調査におけるシステム境界を

図中の二重線で固まれた範囲とし、処理物・製品などの外部輸送

に関するエネルギーは含まれません。
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(2)C02排出量の計算

稼動からの21 ヶ月について、稼動に係る総C02排出量、処理量及び

処理量1000kgあ疋0のC02排出量を計算。稼動に関しては、

設備の稼動に必要な電力と、荷受・選別及び破砕機投入に使用する

重機に必要な燃料（軽油）を算出の対象とし、各月に使用した電力量

及び軽油量に原単位を乗することにより求めまレた。

LCC02調査結果

短縮。物流上で発生するエネルギーや環境汚染物、騒音・

振動といった様々な環境負荷を低減します。参画する8社

は各々の得意分野を有機的に結合し、高効率の域内完結

ァータ名 総量

入力 廃棄物 14,983 t 

出力 原料等回収物・固形廃棄物 14,586 t 

投入工ネルギー 電力 355.410 kWh 

軽油 42,892 L 

環境負荷排出量 C02 309,630 kg 

の一大排出地である東京都内に処狸工場を設けることで、 型処理を目指します。

従来の遠隔地の工場と比べ、廃棄物の移動距離を大幅に

。 蹴の取り組み
*C02排出原単位の詳細lc!;会社概要の頁に記載

当社では、東京工場にて、りサイクル工場の建設

そのものにどれだけ消費エネルギーがかかるのかを

調査。さらに、東京工場が稼動レた2005年 7 月から

2007年3月までの廃棄物処理に係るLCC02を明

らかにしました。データ集計に留まるごとなく、環境

負荷のより少ない事業の実現に活用レています。

原料等回収物

固形廃棄物

分解 険 磁砕・選別

稼働に係るC02排出量推移表

ー－20防年度 200梓度園時
ョ。
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寝泊分

2005/7 2005/9 2005/11 2006/1 2006/3 2006/5 2006/7 2006/9 2006/11 2007/1 2007/3 

。



アジアの資源循環を、自らの手で0

・・・・先進技術で繋ぐ、アジアの環境保全ネットワーク。

アジアでの不適切な処理は多く、環境汚染は広がるばかり…。

環境負荷は膨らむ一方なのです。だからこそ、中園で適切に

リサイクルできないものは、リーテム中国工場ヘ。それでも

リサイクルできないものは、リーテム東京／水戸工場ヘ。先進

技術を手に、国境を越えてリサイクルを限界まで追求します。

国際資源循環調査プロジェクト
アジアへと流出し続ける、再生資源。

経済発展を遂げるアジア各国の多大な資源需要を受け、

日本からアジアヘ、廃プラスチックや鉄スクラップは

ちちろん、レアメタル等の貴重な再生資源が流出して

います。しかし、輸出された再生資源力也思也で不当に処理

資源循環のトータルフローを透明化。

当社は、2005年度、2006年度と継続して、経済産業省

委託事業「トレーサビリティを確保した資j原循環ネット

ワークの構築に関する調査Jを実施しました。国際間の

資源循環における各種調査及び実証試験を通じ、「国際

トレーサビリティという安心を、世界に。

さらには、モデル作成において、国際資源循環管理

システム構築の手順を明らかにしました。特にトレーサ

ピリティに関連するプレーヤー（運搬事業者、二次

処理先等）との連携体制を構築するステップを重視。

そして、追跡管理の仕組みとして、費用対効果や中国

。 伽取り組み

国際資源循環管理システムモデル概要図（実証試験結果に基づき、技術的・中国圏内での実態の観点から実現可能と考えられるモデル）
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され、環境汚染を引き起こしている事例ち多し1のです。

環境負荷を低減させるために、当社は資源循環の国際的

な流れを適正化・透明化。再生資源の移動や適正な処理

方法を確認・追跡するシステムの構築に努めています。
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システム評価 I 
損業管理 I 
情纏公開 ::1 

... ....... E・E・－＋ モノの流れ

~’ GPS管理錐奨区間
H・H・令 情報の流れ

I ＂肱鞘怠範1二次虹日里先は吾様なル一ト郁想定吉れ畠zと
2現地のシステム運用のリテラシーが不十分であ吾
ことから、当面隊機帯電話による報告と伝票等による
管理で代嘗曹るのが現実的である。鋸診
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資源化事業者 ヘ
（一次処理先｝
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情担管理システA

園田・・圃・圃

｛国際資混循環の管理手法）

①国際間及び園内聞移動のトレーサピリティシステムの付与 ②輸出物の品質保証 ①輸出相手国の 1 次受入先における処理・選別内容

及び結果の開示 ④最終処理・処分までのフローの開示 ⑤輸出相手国における適正処理困難物の、日本への輸入
資源循環管理システムIモデルを作成。輸入国における

有害物質の完全除去や、再生資源の最終処理・処分まで、

トータルフローの透明化の重要性を呼びかけて

います。
リーテム中国工場
ゼロ工ミッション型リサイクルシステムを、急成長の中国へ。

園内の実態や実用性を重視したトレーサピリティ

システムの導入を提案しました。GPSによる運行管理、

画像管理、重量管理、管理伝票の活用など、複数の手法

を組み合わせた、確実性の高い管理システムです。

再生資源が最も多く輸出されている中国に、当社は新たに

産業廃棄物処理工場を建設中です。建設地は、大上海経済

圏内の太倉市。揚子江に面した昆習に恵まれ、将来的には

国際資源循環のモデル工場を目指しています。日本で

培った己網細切環境管理とゼ口工ミッシヨジ型リサイクル

システムを導入。日本から中国工場までの輸送経路や、

中国工場で処理をした生成物の最終受け入れ先まで

しっかり追跡できるトレーサピリティシステムも構築し、

国際的資原循環フロー全体にわたる信頼性を確保レま言。

また、園内の既設産業廃棄物処理工場と中国工場の機能

を使い分けて、再生資源を必要と百る場所に、効率良く

供給することを目指しています。

@ 



環境対策のリズムを、正確に刻み続けるために。

2006年、 RISM始動。

RISM （リズム）とは、リーテム統合マネジメントシステム

(Re-tern Integrated System of Management) の略称。

環境保全、情報セキュリティレベルの維持・向上、法令遵守、

労働安全衛生管理等を含む、企業活動における様々な側面で、

リスク発生の予防と低減を実現する活動体制です。

Eヨllfi!l!理~

廃棄物処理法、環境に関する法律・

条例をはじめとする多くの関連法

規制の認識・教育不足や、他社との

競争のための故意の法規制抵触

行為、法改正情報入手の遅れ

による対応不備など

当社を取り巻くリスクに、全方位で対応。

EI豆密室[Iii歪ヨ・・・・
個人情報や企業情報の含まれた

受託廃棄物の盗難、情報システム

事故による顧客情報や自社資産の

漏洩・改ざんや、社員による故意の

情報漏洩など

置差益重E宣血主盟主誼昌宣園

廃棄物の運搬・二次処理・震終処分

における、委託先による不法投棄

や関係法令の違反行為。それに

伴う当社と顧客への深刻な影響

（排出元責任の追及）

。統…

『効率＆効果jを追求し、リスクマネジメントシステム統合ヘ。

リスクを発生前に認知して不安要素を取り除くことは、経営の健全化のみならす、顧客、取引先、地域

の方々に安心と信頼を提供するということ。環境対策の担い手として、リスクマネジメン卜の精度向上

を追求します。

個別に機能していた、 3つのシステム。

’ 自らが担う社会的責任を全うするための具体的な
施策として、当社はこれまで環境保全のための管理

システム（18014001 ）と、情報資産の厳格管理のため

のシステム（18027001 ）、企業のリスク創姥組織的

E孟型車置溢ヨ・・・・

受託物への危険物混入による

爆発・火災、地震による工場火災、

機械設備からの転落事故、工場作業

と車両運搬における大小様々な

事故や怪我

I －ーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーー・ーーーー－ -----... 

に管理するシステム（JISQ2001. RMS）の3つの

仕組みを構築。個別の社内組織を置いて、それぞれ

運用していました。
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1 つへ集約、統合的に機能。 RISM誕生。

上記3つの体制と管理手順を統合して1つの組織活動として運用・維持することで、効率的かつ効果的な結果

を目指し、2006年10月より、当社独自の統合システム構築を推進。それがりーテム統合マネジメント

システム（Re-tern Integrated System of Management）です。

RISM構成要素

環境マネジメントシステム

情報セキュリティマネジメントシステム

リスクマネジメントシステム

目的

地球環境保全、環境リスク・環境事故の回避

顧客・当社の情報資産の保護

法令遵守、労働安全衛生水準の向上、業務昂質向上、経営リスクの低減

工場の操業や廃棄物の運搬時に

おける、環境汚染の可能性。環境

意識不足による資源の過剰消費

全社の知見と意志を、 1 つに。

RIS Mの組織と方針

環境・情報・法令・労働安全等のリスク管理活動のための

指針として、 fRISM方針Jを明文化し、事務所と士場

に掲示しています。（fRISM方針jはホームページに掲載

していますohttp ://www. re-tem.com/) RISM管理

責任者のもとに、相土と工場の各部門から選出され編制

した円ISM委員会を設置し、全社においてRISM方針

を実践。全社ベースで環境保全、 リスク管理を推進

していきます。

RISM組織図

※労働安全技術局から • 職制在通じての通常報告／円ISM管理責任者への定期報告／

円ISM委員会への出席による報告

RISM委員会から • 抽出りスヲのうち、労働安全関連のものを労働安全衛生りスヲアセスメントの
材料として合流させる。

。



| 環境保全の取組み事例

全社のコラポレーションが、次世代を見据えた環境テクノロジーを生む。

低環境負荷型のリサイクル処理 献を高めるために、廃製昂の再資源化システムの実験と改良

2005年に始動した東京工場では、稼動歴の長し1水戸工場で を続けています。

権築・改良を重ねた『再資源化率が高く、かつ薬品や火・水を

使用せす、環境負荷を極力低減させた設備』 ；を導入していま言。 υヲイクルの先の理店境ソリユーション

循環型社会形成を見据え、資源リサイクルよりもさらに環境

絶え聞なU緩衝改良 負荷を抑えられる部品リユースの事業を、メーカーと共同で

水戸工場では、顧客の要望に応じると同時に環境保全への貢 行っています。

| 情報セキュリティの取組み事例 | 

情報を資産のひとつと憲臨し、全社で管理。顧客に信頼と安心を。

一人ひとりに、情緒管理の憲鵡とスキル

情報資産の漏洩・績失・改ざんは、故意によるものだけでなく、

ミス判レールの不備による結果が少なくありません。そのため、

工場業務及ぴ営業業務・管理業務の工程における情報資産を

洗い出し、必要怠リスク対応を情報資産管理細則として

ルール化。さらに、ルールの形骸化を避けるため、簡易

マニュアルをハンドブックとして配布しています。

| リスクマネジメントの取組み事例 1

事例から習得＇§＂る、 υスク管理法と司ltilr予防策

全社員を対象として、 Iリスク情報シートjのAISMへの提出を

徹底していま言。当社における情報セキュリティの事故発生時

や事故未遂の際には、内容、経緯、対応、再発防止策などを記入。

社外から同類の情報を得た際には、当社参考対応議などを記入

します。そして、あらゆる事故への対応を全社知見として蓄積、

活用していきます。

業界独自のリスクに対応できるのは、豊富な経肢と、高鹿な専門知構。

現渥を重視した、双方向リスクコミュニケーション

経営者やAISM委員会からの一方向の教育や情報提供だけで

なく、現場でのヒヤりハット体験など、社員の生の声に耳をよく

傾け、具体的な予防・改善策へと繋げています。笈政拝12月には、

工場で労働安全に関するブレーンストーミシク形式のワーク

理解・浸透をスピーディかつ正確に促します。また、業務に

おける法解釈の確認、調査や契約文書の検証を行い、コンブ

ライアジスの実践に役立てています。コンブライアンス重視

こそが、適正・安全な廃棄物処理の基本です。

ショッブを実施。2007年2月には、全社員ヘリスクに関する 白書士の知峨を活用した、寮庇先監査

アンケー卜調査を実施し、多分野にわたるリスクを抽出 当社から二次委託した処理昂の状況や、設備、受け入れ体制を

しました。 把握すると同時に、環境配慮やコンブライアジス状況を確認

するために、委託先の事業場を訪問・調査。自ら加麟保全企業

コンブライアンスを、全社の行動指針に であるがゆえの専門的な視点で精査した情報を、排出者責任

法務クJlrープが、法規制改正情報を随時入手し、関連部署への を担う顧客へと提供し1たします。

。 統的

環境対策のリズムを、明確に指揮するタクトとして。

去年より今年、今年より来年、来年より…。次世代の環境保全を見据えて。

環境目的・目標 環横方針の先の、自らのゴールを目指言。
当社は、事業活動から生じるプラス／マイナスの環境側面を併せて抽出・評価し、定常状態、非定常状態、緊急事態の各々の環境影響を評価します。

その結果から環境影響の著しい項目を決定し、環境目的 ・ 目標を作成。前年の成果を鑑み、独自の是正・予防策に基づいて、翌年の目的－目標

を見直します。

環境会計によるコスト集計 環境保全を、企業として永続的に継続するために。

環境保全活動のためのコストを、当社の環境目的に対応したコスト（積極的コスト）、法規制遵守のためのコスト、環境マネジメントシステム運用・

管理コスト（EMSコスト）の3つに分類。今年度の目標に対応するコストと効果の情報分析を基に、翌年以降の事業のより一層の効率化に役立

てます。

環境目的・目標

・調個薗項目 責任・・ 目的（2007＊•遺.を目指して》 2008隼.の目・遺成方港｛鳳体的取組み｝

電力の使用量の切断機｛シャー｝水戸事業部

削減 の電力原単位 CIR) 

の低減

電力原単位（生産量当たり）の低減原単位 1%減

2001年7月～2002年3月実績を ｛累計5%減）

基準！こ2年間で2%漏

廃棄物の削減 水戸事業部 廃棄物の削減｛一人当ttO発生量｝廃棄物 3%混

①安定負荷操業による稼働率向上

②点検補修強化による稼働率の向上

①古紙分ll!JによるリザイクJli量の綱大

2006年度の環境会計（単位千円）

ヨ••t景況 擾資コスト
伺開聞鵬

106.8% -- 1,255 

161.1% 87 水戸事務所

発生分廃棄物

の削減

（業務・物流） 2005年10月～2006年3月実績を ②使用済みコピー用紙専用シユレッダー準備

菖準に7%減

アルミ選別後の水戸事業部 導入設備の運転による、廃棄物 価値向上のための ①アルミ選別後の筒上の、付加価値向上 回転債務の 1.200 

付加価値向上 (HR) 減少の効果把筆 設備事入 のための手法被討 設置完了

②検討υた尊重縁盤備の、工場への導入

防火対策 指定可燃物の 管理部（総務｝防火設備の導入 指定可燃物に ①管鰭消防署との打合せ 関係法令 67 
防火対策 く水戸〉 ついての法的整理 ②工績の設備配置計画の推進 を確認

景観及ぴ 緑地化の推進 管理都（総務｝録地面積の鉱大 対敷地面積 ①緑化内容の臨す、決定 459.3% 3,088 138 
地ll1t温匝化防止 〈水戸〉 2年間で対敵地面積1 .0%造成 0 .5%造威 ②処理実施の人員、慣用の計画的確保

｛プラスの側面｝ ｛累計2.0%)

鑑音防止対策 東京工場直音 東京事鎌郵 敷地焼界高温音帯の底奮を 昌吉現状の抱鍾と ①厳音減少のためのシステムの銅査・選定 E量音減少 55 
の低減 2008年までの3年間で 低減策の立案 ② システムの段置・運用 システム

6.0デシベル削減 を調査

環捜汚殺の防止環境自主管理 東京事業都 2006年度中に、環境自主管理 環境自主管理項目 ①法規制情績の収集・確認 環境自主 656 
体制の確立 項目の調査方法の立案、 の翻査方法の立案、 ②環境調査項目の手法還定・測定 管理体制

調査、測定を実施 調査、測定を実施 を確立

芭圏直・普及活動 ホームページ 管理部（総務｝ ホームページ（HP）へのアクセス HPアクセス件数 ① HPの継続的更新 179.4% 164 379 

の推進 アクセス件数 〈東京〉 件敏を2年間で6%泊加 3%増（累計6%) ②名剰にURLの印刷

｛プラスの側面） の増加 事集企画都 (2004年度基準｝ ③型開報告昏＼の掲織

顧客敏の増加 営業節（水戸｝鎌客訟を2年間（2008年度）で 鍍客件鎗の把鍾 ①顧客データの分析に基づいたアプローチ 白銀基準値 3.098 
10%虫歯加（2006年度基準｝ ②徹底レたデータ管理とフ才ロー の制定

営業部｛東京）援客数を2年間で10%掴加

(2004年度塞準｝

媛客敏5%掴

（累計10%)

①亘書データの分析に2基づいたアプローチ 242.5% 10.454 

積境目的に対応したコスト｛積極コスト）

環繍関違法規制の遵守のためのコスト

15014001 11繍マネジメツトシステムの運用・管理コスト（EMSコスト｝

合計

②徹底レたデータ管理とフ才ロー

①騒音管理

②廃棄物管理

③環焼アセス

④鏡店怠備の定期点検補修
①環境監査の定期的実施

( E M S連絡会の運営

③社内の環筑教育

③環焼積告書の作成

※1 ll：機関違法規則の遵守を徹底じました。 様2 上記環境自問・自療を達成し、環焼マネジメントシステムの維持的改普を進めまじた。

［表1の説明．該当期間2006年4月～2007年3月．設備投資費用 ：初期投資額を「銀資』として計上していま9.減価償却費ICI:含めていません．

・生産量・手解体及ぴリーテムプロセスでの処理量を「生産量jと定義レていま言。

18,091 2,550 

議1 ---48.鈎7

議2 ---14.122 

18.閃1 65.579 

目的目標 。



環境保全の現場から、熱い思いを込めて。

交流を広げる、展示会
直接伝えることで、直接感じてもらいたいから。

2006年11 月に開催された「おおた環境・福祉展2006 みんなで

考えよう！人と地球へのやさしさを。Jに参加。当社の事業活動を

映像や再資源化された成果物で紹介するだけでなく、来場者の

方々と精力的に交流を図りました。直接語ることで、環境意識

の向上に努めていきます。

実感・共感を生む、工場見学ヘ
次世代を担う若者にこそ、環境意識を、教え、育む。

各工場には、安全な見学ルートを設置。一般の方々を広く受け

入れ、様々な見学会を実施しています。昨年度も水戸工場へ地域

の中学生がテーマ学習に訪れ、身近に消費されたコピー機や

パソコンが再資源化されていく過程を見学。他人事ではなく、

自分自身の事に投影し、環境問題及びリサイクルへの理解を

深めていただけたようです。

取材・講演活動（環境啓発活動）

語る乙と＆聞く乙とで見えてくる、新たな環境ニーズ。

環境問題への社会的関心が高まるにつれ、当社の事業内容や理念

に関する取材・講演依頼が増えています。最新情報を発信すると

共lこ、「取材側の目的を知ること＝社会の二一ズを知る機会J

と捉え、積極的に取材を受け入れ。業界の枠を超えることで、

新たな環境二一ズを把握し、環境保全活動に活かしていきます。

実施年月

2006年5月 日本検査キュー工イ側 廃棄物の再資源化

2006年9月 練馬清掃事務所 環境問題とリサイクル事情について

2006年10月 財）クりーンジャパンセンター 3R先進事例発表会

2007年3月 財）南西地域産業活性化セツタ 環境保全事業のリスクマネジメジ卜

。 環境教育

・・環境教育

地域社会の一員として、認めあい、支えあい。

社会福祉
人と人との共生へ。

当社は、障害者の自立支援等の福祉活動を推進しています。水戸

工場では社会福祉法人自立奉仕会の茨城福祉工場と協力。廃製品

の分解選別作業等を委託し、部品のリユースとリサイクルに

ご参加いただいていま言。また、水戸高等養護学校から水戸工場

ヘ研修生を定期的に受け入れ、就業訓練の場としてご活用

いただいており、研修生の中には当社に就職して活躍している

方もいます。

地域貢献

先進の技術を、地域の環境保全へ。

水戸工場では、自治体で取り扱いの困難な農薬缶の処理を受け

入れています。さらに、右写真のように、茨城県産業廃棄物協会

主催の不法投棄監視パトロールにも参加。不法投棄の抑制や

投棄場所の特定に尽力しています。

地域交流
工コ社会に住む、仲間として。

東京工場では地域事業者や従業員家族を招いてバーベキュー

大会を開催しました。これらの活動を今後ち継続的に実施し、

地域の環境保全と交流に努めたいと考えています。

社長が関わる組織・機関

－経済産業省産業構造審議会（家電リサイクル法等） 委員

－早稲田大学環境総合研究センター客員研究員

－東京大学生産技術研究所 S PEEE D研究会会員

－日本鉄リサイクル工業会環焼委員会委員長

・茨減県産業廃棄物協会理事

－東京産業廃輯担協会会員

ｷ E-waste の国際移動に関する調査運営委員会委員

－東京スーパーエコタウン協議会会員

－社団法人企業メセナ協議会会員

・・・・・・社会貢献

会貢献 。



リーテムと共に歩み、共に夢を叶えてもらいたい。

・・雇用環境

安心して働ける、安全な職場
繰り返さないこと、それが明日の安心へ。

真実を語り続ける、責任。

・・情報開示

f産廃情報ネットJによる情報開示

採用していきます。

排出者が自らの判断で優良な処理業者を選択できるように、環境省

による優良化評価制度が2005年4月より開始されました。当社は、

（財）産業廃棄物処理事業振興財団が運営する 「産廃情報ネッ ト情報

開示支援システムJ にて、求められる情報を公開しています。優良

処理業者の適正な評価を通し、事業活動の透明性を浸透させます。

2006年度、労働災害が5件発生し1たしました。いすれも いっそう高めることで、再発防止に着手。さらには、

軽微なレベルで済みましたが、以前から設置している 現場で活動する社員のために、具体的な安全策を適宜

安全管理委員会を中心に社員全員の安全意識をより

定年退職者インタビ、ユー

r44年間の思いを、後輩たちに託してJ

社員にとって会社で過ごす時間は、生活の大き怠部分

を占めます。今回は、2007年1月に62歳で水戸工場を

定年退職された雨谷卓美さんに、リーテムで週ごした

40年余りを語っていただきました。

雨谷さんが入社した頃の当社について教えて

いただけますか。

水戸市栄町（創業地）で、現在の水戸工場の十分の－

くらいの規模で、シャーリング1 台とガス溶断での

鉄スクラップ業、E田氏回収、ウ工ス製造をやっていました。

従業員50人ほどのうち男性は20人程度で、皆、運転手

優良化評価制度とは？

産業廃棄物処理業者のうち、評価基準を満たしている事業者を「基準適合業者j とし、

許可証に明示されます。当社は 2007 年 3月、茨城県の I産業廃棄物処分業J 並びに

「産業廃棄物収集運搬業j の許可を基準適合で更新しました。
きた人たちなので、新しいやり方で、やってもらうのに

苦労しま した。設備として破砕機と分別システム

（プロセス I)を導入し、工場としての人的組織も整え、

単なるスクラップ屋からマテリアルリサイクル業へと

脱皮することができました。さらに業界に先駆け

180 1 4001 を取得し、大手企業との取引も増加して

きました。

く評価基準＞

－遵法性（5 年間、不利益処分を受けてし1ないこと）

－ 情報公開（インターネット上での、 5年間の情報公開）

・環境保全への取り組み（18014001 、工コアクション 21 等の第三者認証を受けている）

ホームページによる情報開示

思い出に残っている仕事は？

40歳の頃、目立さん（附日立製作所）の3工場の移転

のため、3年間、東京で仕事をしました。解体工事を

事業概念及び活動内容を広く知ってもらうために、自社のホーム

ページを開設しています。 リサイクルを身近に感じていただきたい

という思いから、 般の方々でも基本からわかりや吉く理解できる

「リザイクル用語辞典J等を公開。ステークホルダーとの重要な

コミュニケーシヨンツ－）レとして、今後もよりいっそうの充実を図Oます。

http://www.re-tem.com/ 

と助手のぺアで金属を回収してまわりました。当時は 請負い、鉄くすを運び出苦のです。上司と一緒に「奮闘

フォークリフトもなく、人力だけで重い機械を積み したjという実感があります。

降ろし、助手が付くのが当然で、危険な仕事の一つ

でした。女性は30名ほどおり、主に、古着を丸のこで切断

してのウ工ス製造に従事していました。当時ウ工スの

需要は多く、浜松方面に水戸駅から貨車一杯に積み

込んだものでした。ダンボールや新聞等の古紙も貨車

で富土方面に直接運びました。

40代後半で工場長にな5れ、当社も近代化

してきたわけですが・・・ 。

それまで組織的に会社として未整備だったので、現

社長に代わり、工場長という職階をつくったわけです。

年上の班長さんたちは自分たちのやり方ですっと通して

。 雇用環境

後輩たちに言いたいことは？

楽しく仕事をして、長く勤めて皆で会社を盛り立てて

いってほしいと思います。

cs R報告書
当社の取組みを広くご理解いただくことを目的に、 2001 年より

環境報告書を発行してきました。2006年からは、社会の要請に

応えるべく社会側面の情報ち掲載。また、様々なスデークホルダーの

皆様との関わりを深めるために、Cs R報告書ヘ移行しました。
社会的責任の重さを改めて自覚し、自らの行動指針として活用

していきます。

（雨谷卓美さん経歴）

昭和 38 年入社（水戸栄町）

昭和40ん43年．東京支店勤務

昭和 44 年水戸士場勤務

平成 3 年 水戸工場長に就任

平成 1 5 年水戸工場長を退任、

執行役員に就任

平成 1 7 年 執行役員を退任、顧問に就任
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会社概要

会社名：株式会社リーテム

英文社名： Re-Tern Corporation 

代表者：代表取締役中島賢一

所在地：本社 〒 101-0021 東京都千代田区外神田三丁目6番10号

TEL: [)3-3258-8586 FA× :(]3-3251-5804

東京工場 干 143-0002 東京都大田区城南島三丁目2番9号

TEL: C]3-3790-2100 FA×:[]3-3799-8500

水戸工場 干311-3116 茨城県東茨城郡茨城町長岡3520

TEL: C]29-292-1220 FA× : []29-292-1225

創 業： 1909年（明治42年）

会社設立： 1951 年（昭和26年）

資本金： 3600万円

事業内容：鉄系複合材 · OA機器・電子電気機器類のリサイクル／

パーツ等のリユース／製鋼原料及び非鉄貴金属原料の売買／

建築物・工作物の解体、移設、撤去／リサイクルに関するコンサルティッグ

許 司：産業廃棄物処分業・産業廃棄物収集運搬業・一般廃棄物処分業・

第一種フロン類回収業・一般建設業・古物商・金属屑商

A"ilON 

売上高の推移（単位百万円・税抜表示）
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株式会社リーテム東京工場

所在地：東京都大田区城南島三丁目 2番 9号

敷地面積：5,293m2

事業内容：産業廃棄物処分業及び一般廃棄物処分業

主要設備：特殊破砕システム一式
フロン回収機 1 台

処理能力 ：廃プラスチック類 432 t ／日

混合物 864t ／日

株式会社リーテム水戸工場

所在地 ： 茨城県東茨城郡茨城町長岡3520

敷地面積：29,287m2

事業内容 ：産業廃棄物処分業及び一般廃棄物処分業

主要設備：破砕機2基、ギロチンシャ－1 基

フロン回収機3台

処理能力 ：破砕機 37.8 t ／日

切断機 80.0 t ／日

2006年度事業活動実績値

産業廃棄物処理量：4,774,990kg

有価物処理量：4,896 ,914kg

（内、水戸工場からの搬入量） ・： 2,467,610kg

フ口ン回収量：241kg

委託処理量： 1,054,1 ?0kg 

電力使用量： 165,930kWh (92,091.2kgC02) 

軽油使用量：47,747L (125,288.1 kgC02) 

ガソリン使用量：3,732L {8,665.7kgC02) 

オイル：60L

クー I) ース：80kg

水道水使用量：811 m3 

2006年度事業活動実績値

産業廃棄物処理量： 13,501,465kg

有価物処理量： 11,824,908kg

（内、東京工場からの搬入量） ・： 2,567.230kg

フ口ン回収量：485kg

委託処理量：2,942 ,001 kg 

電力使用量：902,902kWh (501.110.6kgC02) 

軽油使用量：109,748L (287,978.8kgC02) 

ガソリン使用量：14,208L (32,991.0kgC02) 

オイル：611L

ク‘リース：133kg

水道水使用量： 1.211 m3 

株式会社リーテム本社 電力使用量：51,91OkWh (28,810.1 kgC02) 水道水使用量：265m3

※ C02排出原単位
電力平成19年3月 15日環境省「温対法に基づく事業者別排出係数の算出方法等に係る検討会j確定デフ才ルト値 0.555kgC02/kWh 
軽；由「事業者からの温室効果ガス排出量算定方法ガイドライン（試案ver1 .6）」（環焼省） 2.624kgC02/kWh 
ガソリジ；「事業者からの温室効果ガス排出量算定方法ガイドライン（試案ver1 .6）」（環境省） 2.322kgC02/kWh 

報告書の範囲

本報告書は、株式会社りーテムの全事業所（本社及び東京工場・水戸工場）における2006年度（2006年4月～2007年3月）の事業活動を対象としていま言。
尚、一部周期間以降の報告も含みま雪。問い合わせ先株式会社りーテム管理部 TEL03-3258-8586 
この報告書は「環境報告書ガイドライン2007年度版J(環境省）を参考に作成していま官。

。 会社概要 第三者意見


